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立 春 も 過 ぎ て 暦 で は 春 で す が 北 海 道 や 東 北 で は  ま た ま た 記 録 的 な 寒 さ を 観 測 し た と い う   

報道が流れてきます。・・・と思っていたら春を思わせる陽 気の日もあり体調管理に気をつけ

ないといけない日々が続いています。寒すぎるか暖かすぎるかで  平年並みの寒さですという

ア ナ ウ ン ス が あ ま り 聞 か れ な い 季 節 に な っ て い ま す 。 イ ン フ ル エ ン ザ  風 疹 （ ふ う し ん ）     

はしかのニュースも今年はとくに多く流れています。健康管理には細心の注意を払い ましょう。 

 

天気予報や病気感染注意ほどには取り上げられていま

せんが  再帰性反射材の有効性が話題になることが増

え て い る 気 が し ま す 。 交 通 事 故 を 減 ら す 素 材 と し て   

ずいぶんと前から使われているのですが  JIS 規格に

反 射 関 連 の 規 程 が で き た の は  な ん と  昭 和  35 年

（ 1960 年） 3 月からとあります。  JIS Z 9105 “反射

安全標識板”で反射テープを使用した標識板の規格で  

筆者も残念ながら中身の記載はまったく知りません。その後  昭和  50 年（ 1975 年）に  JIS Z 

9117 “ 保 安 用 反 射 シ ー ト 及 び テ ー プ ” と い う タ イ ト ル で 再 帰 性 反 射 材 が 制 定 さ れ ま し た 。     

ちなみに  JIS Z 9117 の番号は現在でも規格番号として残っては いるのですが  タイトルは

“再帰性反射材”になっています。  JIS Z 9105 “反射安全標識板”は  1999 年  1 月に廃止と

なっていますので  再帰性反射材の規格は  JIS Z 9117 ということになります。  

 

 

JIS Z 9117 も  昭和 50 年（  1975 年）に制定されてから何度も改訂  確認を繰り返していま

す。当然のことながら改訂と並行して再帰性反射材の性能は 著しく向上しています。現在の基

準値は   入射角  5°観測角  0.2°の条件の時に  250cd/lx・ m²（カンデラパールクス平米）とな

っています。  

 

高 視 認 性 安 全 服 に 関 わ り の あ る 方 は 気 付 か れ た と 思 い ま す が  JIS T 8127 高 視 認 性 安 全 服  

の規格では  入射角  5°観測角  0.2°の条件では  330cd/lx・ m² となっていて基準値としては  

JIS T 8127 の方が高くなっています。これは  再帰性反射材のタイプが標識と衣料ではこと

なることによります。標識は経年変化の少ないクローズタイプ（反射材の上に保護シート被っ
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たもの）で衣料にはオープンタイプ（反射材がむき出しになったままのもの）が おもに使われ

ているからなのです。今後は分かりませんが現状では再帰性反射材の性能基準は規格書によっ

て違いがあるということです。  

 

ちょっと話を逸らせますが  入射角  5°観測角  0.2°と

いうのは再帰性反 射 材の性能基準の基 本 となる角度に

なっています。も と もと再帰性反射材 の 規 程の基にな

っているのが  1970 年  制定のアメリカ連邦規格  “ L-

S-300A Sheeting and Tape,Reflective:Nonexposed 

Lens,Adhesive Backing”で概略を説明しますと高速道

路で 150m 離 れた 標 識を乗 用車か ら運 転 者が見 る条件

と な っ て い る と の こ と で す 。 ア メ リ カ の 道 路 標 識 は   

地上から  5m の高さの位置に設置することが定められ

ているので  乗用車のヘッドライトが標識にあたる角度が  5°で運転席からドライバーが標識

を見る角度が  0.2°ということになっています。  

1975 年の JIS 制定では  

日本の  JIS Z 9117 を  1975 年に制定するにあたりこの入射角と観測角を採用 したとありま

す 。  1979 年 に ア メ リ カ 連 邦 規 格 も さ ら に 厳 し い 規 格 と し て “ L-S-300C  Sheeting and 

Tape,Retroreflective:Nonexposed Lens”に改訂されていますが  入射角と観測角については  

5° 0.2°は 変更さ れ ていませ ん。 再帰性 反射材の 基本 角度は これ以来  変 わって はいない の

で す 。 今 回 の テ ー マ の 輝 度 （ き ど ） と 光 度 （ こ う ど ） の 話 に な か な か た ど り 着 き ま せ ん が     

再帰性反射材の反射時の光の強さは  JIS Z 9117 も  JIS T 8127 も国際規格の  ISO 20471 

高視認性衣服  や欧州規格の  EN1150 一般利用者向け高視認性衣服などの規程は輝度で基準

値を定めています。一方  欧州規格の  EN13356 アクセサリー類の再帰性反射材や国内では（一

社）日本反射普及協会の認定基準は光度で定めています。輝度と光度の単位は光の強さを表す

もので  馴染みのある照度は明るさをあらわす単位になっています。  

 

        

となっています。比較すると  m²（平米）が付いているかいないかの違いになり ます。面積を

1 平米に換算して光の強さをあらわすか  そのままの面積の光の強 さを表すかの違いになりま

す。  

 

例えばで説明しますと  JIS T 8127 クラス  3 の再帰性反射材は最小でも  0.2m²使用しなさ

いとなっています。輝度基準値  330cd/lx・ m²の反射材を  0.2m²ちょうどで使用したとすれば  

再帰性反射材の輝度は  330cd/lx・ m² 

再帰性反射材の光度は  330cd/lx・ m² × 0.2m² = 66cd/lx 

輝度の単位   cd/lx・ m²  （カンデラパールクス平米）  

    光度の単位   cd/lx      （カンデラパールクス）  
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となります。面積を多く使えば  光度は高くなり  面積が小さいと光度は低くなります。欧州

規格の  EN13356 アクセサリー類の再帰性反射材の規程では  吊り下げタイプの再帰性反射

材は  光度規定となっていて  面積は 15cm²～ 50cm²で光度  560mcd/lx となっています。下限

と上限の 15cm²と 50cm²で輝度比較をして みると  

 

光度（ cd/lx） = 輝度（ cd/lx・ m²） × 面積（ m²）なので  

15cm²のアクセサリーに必要な再帰性反射材の輝度は  

       

          0.560cd/lx = 輝度 cd/lx・ m² × 0.0015m² 

            輝度   = 0.560 ÷ 0.0015 

                                  ≒  373cd/lx・ m² 

 

50cm²のアクセサリーに必要な再帰性反射材の輝度は  

 

                   輝度   = 0.560 ÷ 0.0050 

= 112cd/lx・ m² 

 

となります。光度規定の場合  面積も条件になりますので光度  560mcd/lx を満たすには 15cm²

の場合は  輝度 373cd/lx・ m²の反射材を  50cm²の場合は輝度  112cd/lx・ m² の反射材を使用

すれば基準を満たすという規定になっています。要は輝度の低いものであれば面積を大きくし

て輝度が高いものであれば面積は少なくてもいいですよという解釈になります。  

 

今回の思いつきラボは関係者向けのコラムになりました。再帰性反射材が注目されているとい

うことだけ知っててほしいです。輝度と光度は反射材に 限らず光の強さを表す単位なのです。 
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